
　12月24日（土）、野方公民分館主催の「のがた
竹灯ろうの夕べ2022」が、照日神社において開
催されました。
　新型コロナウイルスの影響で各イベントなどが
中止になり「皆さんの思い出作りになれば」と同
分館が令和３年から開催し、今回で２回目です。
　野方小学校５・６年生や分館役員が前回デザイ
ンした72個の竹灯ろうに、今回新たに30個が加
わり、照日神社の階段周辺には102個の竹灯ろ
うと、児童がデザインしたペットボトル灯ろう
が並べられました。午後６時に点灯すると、温
かな光が会場を幻想的に彩りました。

のがた竹灯ろうの夕べ開催

　12月の一斉改選で民生委員児童委員を退任された委
員の中で20年以上務めた２名に表彰伝達をおこないま
した。諸木春子さん（仮宿上）は24年、鷲東早苗さん（中
尾）は21年におよぶ長い間、地域住民に寄り添い、相談
を受けてこられました。民生委員の担い手不足が叫ばれ
全国平均の充足率は93.7％となっている中、本町は約
98％の充足率と、多くの方に協力をいただいています。
　諸木さんは「とても楽しく活動してこれました。嫌なこ
とはありませんでした」、鷲東さんは「難儀だと思ったこ
とはないです。当初は慣れずにバタバタして、名前や顔
を一致させるのに一苦労でした」と振り返り、民生委員と
してのやりがいや貴重な経験などを話されました。退任
された皆さん、地域のためにありがとうございました。

地域福祉への長年の貢献に感謝

　12月31日（土）、ジャパンアスリートトレーニ
ングセンター大隅主催の「第３回カウントダウン
ゆるRUN in アストレ」が開催されました。
　午後６時にスタートし、１日午前0時までの開
催で、幼児から大人まで201名が参加しました。
参加者は敷地内の周回走路約900メートルを、
それぞれのペースで走ったり歩いたりし、家族
や友人と１年を締めくくりました。今年は参加

者の総走行距離の目標を888キロとしていまし
たが、合計893.7キロと、目標を上回りました。
　家族で参加した横山はるみさんは「健康でいら
れるよう、からだを鍛えていきます」と新年の抱
負を話されました。

カウントダウンゆるRUNで
みんなで年越し
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